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【一般社団法人栃木県危険物保安協会通常総会】 

 

令和８年５月２８日（水）１１時から、宇都宮市大通り２丁目ホテルニューイタヤにお

いて、通常総会が開催されました。議案審議では、令和７年度事業報告及び収支決算、令

和８年度事業計画（案）、収支予算（案）及び令和８年度会費（案）について事務局より説

明がなされ、満場一致で承認されました。 なお、令和８年度事業計画については、栃危協

だより第４８号に掲載をしています。 

 

【令和８年度 危険物安全大会】 

 

令和８年度危険物安全大会は、令和８年６月８日(月)東京都港区のニッショウホールに

おいて、全国の危険物安全協会関係者をはじめ消防庁長官など多数の関係者出席のもと盛

大に開催されました。 

 式典は、消防庁長官の式辞に続き、消防庁長官表彰及び一般社団法人全国危険物安全協

会理事長表彰、感謝状の受賞者に表彰状・感謝状が授与された後、危険物安全大会宣言で

締めくくられました。 

 一般社団法人全国危険物安全協会理事長表彰・感謝状の受賞の栄誉に輝かれた本県関係

者は次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人全国危険物安全協会理事長表彰等 

◆優良危険物関係事業所 

株式会社ダイセキ関東事業所 佐野市危険物保安協会 

各種災害発生時における行政機関への協力、危険物安全週間などにおける予防広報活動な

ど、行政機関と連携を図り積極的な活動を展開しながら危険物施設における保安や地域に

おける火災予防の推進に取り組んでいます。 

◆感謝状 

高緑 一男 日光市危険物保安協会 

永年にわたり役員として協会発展に尽力されると共に、現在も会員として危険物施設にお

ける保安管理や地域において火災予防の推進に取り組んでいます。 
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【関東甲信越地区危険物安全協会連合会定例表彰者一覧】 

                        表彰 令和８年５月２８日付 

     有限会社齋藤商店         宇都宮危険物保安協会    

栃木石油株式会社         栃木地区危険物保安協会 

デクセリアルズ株式会社鹿沼事業所 鹿沼市防火保安協会  

株式会社タナカ石油ガス      小山地区危険物保安協会 

大沢運送有限会社         日光市危険物保安協会 

東武バス日光株式会社       日光市危険物保安協会 

小山地区危険物保安協会 副会長 磯部 浩二 

芳賀危険物保安協会   副会長 上野 博保 

 

【一般社団法人栃木県危険物保安協会会長表彰者一覧】 

                             表彰 令和８年５月２８日付 

     有限会社好野屋         宇都宮危険物保安協会    

    王子タック株式会社宇都宮工場     〃         

    長谷川工機株式会社          〃         

    杉村塗料株式会社           〃         

有限会社山﨑油店        足利市防火協会       

関東自動車株式会社佐野営業所  栃木地区危険物保安協会   

    三立工業株式会社           〃         

    世紀東急工業株式会社佐野混合所 佐野市危険物保安協会    

    株式会社七重八重        日光市危険物保安協会    

    東急ハーヴェストクラブ鬼怒川     〃         

    鬼怒川グランドホテル株式会社     〃         

    東邦特殊パルプ株式会社小山工場 小山地区危険物保安協会   

    石塚塗装株式会社           〃         

    山本コンクリート工業株式会社  矢板地区危険物保安協会   

    ニチレキ株式会社関東支店    石橋地区危険物保安協会   

    株式会社ブリヂストン栃木工場  那須地区危険物保安協会    

    那須地区危険物保安協会        〃         

マイポックス株式会社      鹿沼市防火保安協会     

    栃木県立鹿沼東高等学校        〃         

日光市危険物保安協会  理事 高松 一弘         

    栃木地区危険物保安協会 監事 渡邊 忠明 

鹿沼市防火保安協会   会長 廣田 光一  
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【身近に起こった危険物施設の事故事例】 

県内で起きた危険物施設の事故を掲載します。各事業所において、なぜ事故が起きてし

まったのか、原因は何か、今後どのような対策を講じれば事故を防ぐことができるのかぜ

ひ考えてみてください。 

▽△危険物施設の火災及び流出事故等事例集▽△ 

栃木県危機管理防災局消防防災課提供 

令和７(2025)年の事故 

Ｒ７－１ 一般取扱所内のインジェクション成型機の制御盤から出火し、隣接の同機械４基を焼損した

火災 

事故種別 火災 

⑴  発 生 月    令和７(2025)年１月 

⑵ 場  所  栃木県内 一般取扱所 

⑶ 事故概要 

  インジェクション成型機の制御盤から出火し、隣接の同機械４基を焼損したもの。 

⑷ 危険物の品名及び数量 

  第２類 可燃性固体（硫黄）：100ｋｇ 

第４類 第１石油類（トルエン）：1,172.5 リットル 

第４類 第３石油類（エチレングリコール、プロピレングリコール）：809 リットル 

第４類 第４石油類（作動油、潤滑油、温調油、オイル）：53,305.2 リットル 

⑸ 原  因 

インジェクション成型機制御盤の経年劣化。 

⑹ 今後の対策等 

  全成型機の総点検を実施し、経年劣化の有無を確認した後順次交換する。点検、交換終了まで管理

監督者により設備の監視を行う。電気火災予防の教育、配電盤内の清掃を実施する。 

 

Ｒ７－２ 製造所において、配管の吐出口からペール管へ移し替え中に静電気によりトルエンが着火し

たことによる火災 

事故種別 火災 

⑴ 発 生 月   令和７(2025)年２月 

⑵ 場  所  栃木県内 製造所 

⑶ 事故概要 

製造所において、トルエンを配管の吐出口からペール缶に移し替える作業を行っていたと 

 ころ、アースを接地せずに樹脂製の台車にペール缶を載せた状態で作業したため、引火性雰  

囲気下において静電気が発生、可燃性蒸気に着火し、建物の一部を焼損したもの。 

⑷ 危険物の品名及び数量 

  第４類 第１石油類（トルエン）：12,000 リットル 



5 

 

第４類 第１石油類（アセトン）：800 リットル 

第４類 第２石油類（エポキシ樹脂）：1,000 リットル 

第４類 第２石油類（プロピレングリコールモノメチルエーテル）：400 リットル 

第４類 第３石油類（ナフテン酸亜鉛）：1,000 リットル 

第４類 第４石油類（脂環式エポキシ樹脂）：600リットル 

第４類 アルコール類（メタノール）：800 リットル 

⑸ 原  因 

トルエンを配管の吐出口からペール缶に移し替える作業を行っていたところ、アースを接  

 地せずに樹脂製の台車にペール缶を載せた状態で作業したため、引火性雰囲気下において静 

電気が発生、可燃性蒸気に着火し、建物の一部を焼損した。行為者は非危険物取扱者のた  

め危険物に対する知識が不足しており、誤った方法による危険物の取り扱いが常態化して 

いた。また、立ち会っていた危険物取扱者の監視も不十分であった。 

⑹ 今後の対策等 

危険物の取扱いに係る注意喚起標識等の設置。従業員に対する定期的な安全教育の実施。 

 

Ｒ７－３ 一般取扱所において、押出機ピット内に置かれたウエスが焼損した火災 

事故種別 火災 

⑴ 発 生 月  令和７(2025)年 3月 

⑵ 場  所  栃木県内 一般取扱所 

⑶ 事故概要 

事務所工場内にて、アルミニウム押出機の作業工程上で、アルミニウムを押し出す筒（ラ 

ム）の先端部分に塗布した離型剤（アルミが金型に付着するのを防止するための潤滑油）が 

温度約４５０度～５００度の熱を帯びたラムの表面の熱に直接触れたことで、離型剤が液状 

のまま発火し、炎をまとった状態で下方に垂れ落ち、ピット内に存置されていたウエスが焼 

損したもの。 

⑷ 危険物の品名及び数量 

  第４類 第４石油類（油圧作動油）：47,399 リットル 

⑸ 原  因 

  押出機の作業工程上で、ラムの先端に塗布した離型剤が高温であるラム表面の熱に直接触れたこと

で、離型剤が液状のまま発火し炎をまとった状態でピット内へ垂れ落ち、前日の金型交換作業時に置

き忘れたウエスに着火しウエスが焼損したもの。 

⑹ 今後の対策等 

作業手順書の作成、従業員の安全教育の実施。 

 

Ｒ７－４ 製造所において、移動槽の可燃性蒸気に引火したことによる火災 

事故種別 火災 

⑴ 発 生 月  令和７(2025)年３月 

⑵ 場  所  栃木県内 製造所 
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⑶ 事故概要 

移動槽に製品原料を投入し、攪拌機で混合していたところ移動槽から出火したもの。  

⑷ 危険物の品名及び数量 

   第４類 第１石油類：115,150 リットル 

第４類 第２石油類：91,800 リットル 

第４類 第４石油類：3,241 リットル 

⑸ 原  因 

  移動槽のかぶせ蓋の一部が、ずれ防止アングルの欠損のため、攪拌機シャフトと接触もしくは振動

により攪拌中の槽内に落下。落下した蓋が溶液と混ぜられ、撹拌機の羽根と接触した際に、摩擦熱に

よって槽内の可燃性蒸気に引火したもの。 

⑹ 今後の対策等 

  災害発生から通報まで１時間要していることから、災害時対応を見直し事業所内で消防訓練の実施。

機器の日常点検について具体的な点検項目に見直しを図る。 

 

Ｒ７－５ 給油取扱所において、車両が計量機に接触した事故 

事故種別 破損 

⑴ 発 生 月   令和７(2025)年３月 

⑵ 場  所  栃木県内 給油取扱所 

⑶ 事故概要 

１０ｔトラックがバックしていたところ、ハンドル操作ミスで、車両左後部が計量機にぶつかり計

量機が破損したもの。 

⑷ 危険物の品名及び数量 

   第４類 第１石油類（ガソリン）：50,000 リットル 

第４類 第２石油類（軽油）：80,000 リットル 

第４類 第２石油類（灯油）：10,000 リットル 

第４類 第３石油類（廃油）：2,000 リットル 

⑸ 原  因 

  運転手の左後方確認不足による事故。 

⑹ 今後の対策等 

運転手への注意喚起。 

 

Ｒ７－６ 移動タンク貯蔵所でタンク内の油種・油量を確認せずに異種の油を注油したコンタミ事故 

事故種別 その他（コンタミ） 

⑴ 発 生 月  令和７(2025)年５月 

⑵ 場  所  栃木県内 移動タンク貯蔵所 

⑶ 事故概要 

  空であると思い込んで、移動タンク貯蔵所のタンクに軽油を注油したところ、２，０００L タンク

室のはずが９５０L で満タンになったため確認すると、前日に灯油１，０００L が注油されていたこ
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とが分かった。 

⑷ 危険物の品名及び数量 

  第４類 第２石油類（灯油）：3,750 リットル 

第４類 第２石油類（軽油）：3,750 リットル 

  第４類 第３石油類（重油）：3,750 リットル 

⑸ 原  因 

  空であると思い込んで、貯蔵タンクの残量を確認せずに軽油を注油した。前日に灯油１，０００L を

注油されていたことの伝達がされていなかった。 

⑹ 今後の対策等 

従業員への安全教育の実施、情報の共有化。 

 

Ｒ７－７ 給油取扱所塗装作業中の高所作業車が固定給油設備に接触し破損した事故 

事故種別 破損 

⑴ 発 生 月  令和７(2025)年５月 

⑵ 場  所  栃木県内 給油取扱所 

⑶ 事故概要 

  給油取扱所キャノピー塗装中の高所作業車の操作を誤りバケット部分が固定給油設備に接触し、一

部破損及び変形したもの。 

⑷ 危険物の品名及び数量 

  第４類 第１石油類（ガソリン）：45,000 リットル 

  第４類 第２石油類（軽油・灯油）：75,000 リットル 

  第４類 第３石油類（廃油）：2,000 リットル 

⑸ 原  因 

  高所作業車を操作中、固定給油設備直上でバケットの下げ操作を行ったところ、バケット下部と固

定給油設備が接触したもの。 

⑹ 今後の対策等 

発生後、固定給油設備の使用を停止しバリケードで進入を防止する措置をとるなど図られ 

ていたが、消防通報が遅延したため速やかな通報を指示。従業員への教育を行い事故防止に 

努めるよう指導。 

 

Ｒ７－８ 給油取扱所において、車両が防火塀に衝突した事故 

事故種別 破損 

⑴ 発 生 月  令和７(2025)年６月 

⑵ 場  所  栃木県内 給油取扱所 

⑶ 事故概要 

  一般道を走行していた軽乗用車が路側帯をはみ出し、給油取扱所の防火塀に衝突し、防火塀の一部

が破損した事故。 

⑷ 危険物の品名及び数量 
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  第４類 第１石油類（ガソリン）：40,000 リットル 

  第４類 第２石油類（軽油）：10,000 リットル 

  第４類 第２石油類（灯油）：10,000 リットル 

第４類 第３石油類（廃油）：2,000 リットル 

⑸ 原  因 

  一般道を走行していた軽乗用車が路側帯をはみ出し、給油取扱所の防火塀に衝突した。 

⑹ 今後の対策等 

特になし。 

 

Ｒ７－９ 一般取扱所において、燃焼処理中の廃油が飛散したことによる火災 

事故種別 火災 

⑴ 発 生 月  令和７(2025)年９月 

⑵ 場  所  栃木県内 一般取扱所 

⑶ 事故概要 

  燃焼室から燃焼中の廃油が飛散したことで出火したもの。 

⑷ 危険物の品名及び数量 

  第４類 第１石油類（廃油）：3,375 リットル 

  第４類 第２石油類（廃油）：4,500 リットル 

  第４類 第３石油類（廃油）：14,625 リットル 

⑸ 原  因 

  ドラム缶処理室においてドラム缶を傾け内容物の廃油を燃焼処理していたところ、処理中の廃油が

炉床から飛散し、水封入部を経由するが消火されないまま室外で燃焼した。さらに室外の水封入部の

水面を伝い燃え広がり隣接する雑缶処理室に延焼したもの。 

⑹ 今後の対策等 

水封入部が十分に機能しなかったため設計を改める。ドラム缶内容物の確認及び処理手順 

を明確にする。 

 

Ｒ７－１０ 給油取扱所において車両が固定給油設備に衝突した事故 

事故種別 破損 

⑴ 発 生 月  令和７(2025)年１１月 

⑵ 場  所  栃木県内 給油取扱所 

⑶ 事故概要 

  普通乗用車がバックしていたところ、ハンドル操作ミスで、車両後部が固定給油設備にぶつかり固

定給油設備が破損したもの。 

⑷ 危険物の品名及び数量 

  第４類 第１石油類（ガソリン）：90,000 リットル 

  第４類 第２石油類（軽油）：30,000 リットル 

  第４類 第２石油類（灯油）：60,000 リットル 
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  第４類 第３石油類（廃油）：3,900 リットル 

⑸ 原  因 

  運転手の後方確認不足による事故。 

⑹ 今後の対策等 

運転手への注意喚起。 

Ｒ７－１１ 給油取扱所にて移動タンク貯蔵所荷下ろし中に発生した静電気による爆発事故 

事故種別 火災 

⑴ 発 生 月  令和７(2025)年１２月 

⑵ 場  所  栃木県内 給油取扱所 

⑶ 事故概要 

  給油取扱所敷地内で、移動タンク貯蔵所から荷下ろし中に給油取扱所の注油口配管ピット内が爆発

し、一部破損したもの。 

⑷ 危険物の品名及び数量 

  第４類 第１石油類（ガソリン）：60,000 リットル 

⑸ 原  因 

  ペール缶に入れたガソリンを地下タンク注油口に入れる際に、アースの取扱いを誤ったことにより

静電気が発生し、配管ピットにたまっていた可燃性蒸気に引火したもの。 

⑹ 今後の対策等 

全社員に対する本爆発事故の発生および作業マニュアルの周知徹底、車両台数分のアース 

線配備。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 



10 

 

△▼△２月期危険物取扱者試験準備・直前講習会(乙種第４類)△▼△ 

受講申込書は、１２月中旬に当協会ＨＰ「準備講習案内」に掲載します。 

                   

主催：一般社団法人栃木県危険物保安協会  

１ 講習日時及び会場等   
月   日 時  間 会       場 所   在   地 定 員 

２月 ４日(木) 受付 9：20 

開講 9：40 

終了予定 

16：40 

清原工業団地管理センター 宇都宮市清原工業団地１５－１ ６０名 

２月１２日(金) パルティとちぎ男女共同参画センター 宇都宮市野沢町４－１ ４０名 

 

  

２ 講義内容等（初めて試験にチャレンジする方にわかりやすく説明します） 

 ○ 危険物に関する法令及び模擬試験            ３時間００分  

 ○ 基礎的な物理学及び基礎的な化学            ２時間３０分 

 ○ 危険物の性質並びにその火災予防及び消火の方法   

   ※模擬問題を配布します。  

３ 受講申込 

  (1)申込期間 １月５日(火)～２月１日（月） 

※定員に達する場合がありますので申込状況の確認をお願いします。（℡028-622-0438） 

(2)申込方法 当協会に受講申込書及び受講料を持参（振込可）にて提出してください。 

メールまたは FAX での申込みも受け付けます。その際は受講料振込時の 

「ご利用明細票」等を申込書の余白に貼付し送信してください。併せて申込書 

の備考欄に受講票の送付先及び受講料領収書の宛名を記入してください。 

       受講申込書は、当協会ＨＰ「準備講習案内」からダウンロードしてください。 

  (3)受講料  ７，７００円 (現金又は振込)  受講料にテキスト代は含みません。 

振込金融機関：足利銀行 県庁内支店 普通 口座番号３１９９８２５ 

（一社）栃木県危険物保安協会（振込手数料は各自負担してください） 

       受講申込後は、受講料をお返しいたしませんのでご了承ください。 

４ テキスト  

講義では、（一財）全国危険物安全協会発行の危険物取扱必携(法令編 1,540 円)、同(実務編

1,540 円)、試験例題集乙種第４類(解説集付き 1,870 円)を使用しますので購入をお勧めしま

す。当協会で販売しております。 

なお、郵送により購入を希望する場合は、受講料とテキスト代及び送料（レターパックプラス

600 円）代金の振込領収書（ご利用明細票等）を申込書の余白に貼付、併せてテキスト送付先

を明記しメールまたは FAX をしてください。 
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     メール：info@13tochiki.or.jp  FAX：028-622-0439 

※台風その他の事情により延期又は中止する場合は当協会ＨＰに掲載します。 

   ※昼食は各自ご用意ください。 

         （問合せ先）（一社）栃木県危険物保安協会                                 

  TEL 028-622-0438 FAX 028-622-0439 http://www.13tochiki.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            講習資料から抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当協会では直前講習会として、例題を数多く解きながら出題される問題の傾向、出題形、

注意点を重点的に講義する講習会も開催しています。 

講習日時 ２月２７日（土）清原工業団地管理センター 宇都宮市清原工業団地１５－１ 

 

受講申込書は、１２月中旬に当協会ＨＰ「準備講習案内」に掲載します。 
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△▼△▼△定期点検認定事業者等一覧△▼△▼△ 

                                2026.4.23 現在 

（一財）全国危険物安全協会ＨＰから引用 

地下タンク等定期点検認定事業者（栃木県） 

認 定 

番  号 

事 業 者 名 営業所又は 

担当部署 

郵便番号 所 在 地 電話番号 

09001 平成理研株式会社 環境装置部 321-0912 宇 都 宮 市 石 井 町  

２８５６－３ 

028-660-1700 

09004 株式会社日本オイル

サービス 

技術サービス

１G 

320-0856 宇 都 宮 市 砥 上 町  

２７８番地４ 

028-648-4393 

09006 藤原技建有限会社  320-0851 宇 都 宮 市 鶴 田 町  

２１４７-１２ 

028-648-5283 

09008 加藤産業株式会社  324-0052 大田原市城山２丁目

１５番６号 

0287-20-1620 

09011 株式会社大高商事 設備部 320-0075 宇都宮市宝 木本町 

１４７４番地５ 

028-665-1911 

09013 有限会社オオモリ油

設工業 

工事部 321-0151 宇都宮市西 川田町 

７２３番地４ 

028-645-1247 

09017 有限会社関東エンジ

ニアリング 

 325-0066 那須塩原市 新緑町 

１２０番地２４ 

0287-63-1009 

09019 有限会社栃木スキル

サービス 

検査課 320-0846 宇都宮市滝の原１丁

目１番３９号 

028-634-3335 

09020 有限会社ガンバサー

ビス 

 321-0901 宇 都 宮 市平 出 町 

１３１３－１ 

028-660-3508 

09021 株式会社晃和ビル管

理センター 

総務課 329-2721 那須塩原市東町１７

－１５ 

0287-36-6680 

09022 ニッコーテクノサー

ビス 

 320-0058 宇都宮市上戸祭４－

１０－２８  

028-621-5916 

13001 株式会社タツノ 関東支店 321-0973 宇 都 宮 市 岩 曽 町  

１３９５番地１号 

050-9000-2474 

14008 トキコシステムソリ

ューションズ株式会

社 

宇都宮営業所 321-0117 宇都宮市城南１－４

－１６ 

050-3537-4924 

13088 株式会社サンフロイ

ント（当協会賛助会員） 

 113-0033 東京都文京区本郷１-

２０-３中山ビル４F 

03-3818-7868 
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移動貯蔵タンク定期点検認定事業者（栃木県） 

認 定 

番  号 

事 業 者 名 営業所又は 

担当部署 

郵便番号 所 在 地 電話番号 

09005 有限会社オオモリ油

設工業 

工事部 321-0151 宇都宮市西川田町 

７２３番地４ 

028-645-1247 

09008 ニッコーテクノサー

ビス 

 320-0058 宇都宮市上戸祭４－

１０－２８  

028-621-5916 

13001 株式会社タツノ 関東支店 321-0973 宇 都 宮 市 岩 曽 町  

１３９５番地１号 

050-9000-2474 

14002 トキコシステムソリ

ューションズ株式会

社 

宇都宮営業所 321-0117 宇都宮市城南１－４

－１６ 

050-3537-4924 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防用設備の保守点検・工事 

事業者名 郵便番号 所在地 電話番号 

（協）栃木県消防設備保守協会 

（当協会賛助会員） 

320-0843 宇都宮市花園町 6番 7号 028-651-0709 
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△▼△▼△地区協会だより△▼△▼△ 

日光市危険物保安協会 

  当協会は、平成１８年３月２０日の２市２町１村の合併に伴い、旧今市危険物保安協会、旧日光

地区危険物保安協会、及び旧藤原・栗山地区危険物保安協会の運営体制の統合を図り、同年４月１

日、新たに「日光市危険物保安協会」設立。危険物事故ゼロを目標に安全思想の普及啓発のため会

員一丸となって幅広い事業を展開し、以来２０年を迎えることが出来ました。これも一重に会員の

皆様、関係者皆様方の深いご理解とご支援の賜物と衷心より厚くお礼申しあげます。 

 現在、会員数２０４事業所があり当協会が毎年実施している防火意識の向上と初期消火を目的と

した消火競技会、先進技術取得の為の視察研修、幼少期からの防災意識の高揚を図る目的に、市内

の新入学児童に学用品を寄贈しています。多彩な活動は市民が安全・安心に暮らすことができる生

活環境の確保に極めて重要なところであり、また、創立以来、危険物災害の防止と地域住民の安全

の確保を第一の目的として誠心誠意努力して参りましたが、おかげさまで大きな危険物に関する火

災及び事故もなく、関係者様から高い評価をいただいているところであります。今後も「日光市」

がその名前のとおり光輝き続けることが出来ますよう、組織の強化と充実を図り更に地域社会の安

全に貢献できるよう努力してまいる所存であります。今後とも栃木県危険物保安協会及び各地区協

会と連携し、関係皆様にはより一層のご指導ご支援を賜りますようお願い申しあげます。 

【第 14 回消火競技会風景】       【新入学児童へ学用品を市教育⾧に寄贈】 
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【保安講習等の問合せ先】 

会 員 協 会 名 郵便番号 住   所 電話・ＦＡＸ番号 

宇都宮危険物保安協会 320-0014 宇都宮市大曽2-2-21 

宇都宮市消防局内 

028-625-5507 

028-625-5509 

足利市防火協会 326-0807 足利市大正町863 

足利市消防本部内 

0284-41-3198 

0284-42-9920 

栃木地区危険物保安協会 328-0012 栃木市平柳町1-34-5 

栃木市消防本部内 

0282-22-0072 

0282-22-6766 

佐野市危険物保安協会 327-0844 佐野市富岡町1391 

佐野市消防本部内 

0283-23-9910 

0283-22-4441 

鹿沼市防火保安協会 322-0045 鹿沼市上殿町520-1 

鹿沼市消防本部内 

0289-63-1155 

0289-63-5520 

日光市危険物保安協会 321-2414 日光市豊田442-1 

日光市消防本部内 

0288-21-0368 

0288-30-2986 

小山地区防火安全協会 323-0827 小山市神鳥谷1700-2 

小山市消防本部内 

0285-39-6658 

0285-31-0182 

芳賀危険物保安協会 321-4305 真岡市荒町107-1 

芳賀地区広域行政事務組合消防本部内 

0285-82-8706 

0285-83-3746 

南那須地区危険物保安協会 321-0632 那須烏山市神長880-1 

南那須地区広域行政事務組合消防本部内 

0287-83-8802 

0287-83-2006 

矢板地区危険物保安協会 329-2145 矢板市富田94-1 

塩谷広域行政組合消防本部内 

0287-40-1129 

0287-44-2525 

石橋地区危険物保安協会 329-0512 下野市下石橋246-1 

石橋地区消防組合消防本部内 

0285-53-6166 

0285-53-6174 

那須地区危険物保安協会 324-0062 大田原市中田原868-12 

那須地区消防本部内 

0287-28-5103 

0287-28-5109 
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